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みんなで考えよう 将来の「土地利用」 
土地利用計画策定 市民会議ニュースレター 

～ 第 ８ 号 ～ 

第８回 市 民 会 議  
◆ 日 時  平成 1８年７月２２日（土） 9:00～1１:３0 

◆ 参 加  委員１６名、コーディネーター、事務局 

第９回 市 民 会 議  
◆ 日 時  平成 1８年８月２０日（日） 9:00～1１:３0 

◆ 参 加  委員１８名、コーディネーター、事務局 
 

○事務局から、地域の特性・個性をいかすための土地利用のしくみ（条例）の試案の説明を行い、グル

ープごとに試案に対する話し合いを行いました。 

※しくみの概要（市民会議資料）につきましては、ホームページの【土地利用のしくみの概要】をご覧

下さい。 

ホームページアドレス http://www.city.iida.nagano.jp/kikaku/tochikeikaku/ikenbosyu.htm 

市民参加と合意 
� 計画段階から市民の参加が必要。 
� 今後は地域に説明しながら、計画時から地域で
勉強する必要がある。 
� 事業を進めるには、地域の資源を勉強していか
なくてはいけない。 
� 地域・住民をどのように巻き込んで取組んでい
くか、重要である。 
� 地域の若者を巻き込んでいくようにしなけれ
ばならない。 
� 子供達についても、学校教育の中で取り組み

(制度)を取上げる必要がある。 
� 地域の方向性を決めて、その基本や基準にあわ
せて事業者と協議していく時代である。 
� 地元の実力者の意見に左右される。 
� 土地所有者等の 2／3以上の同意は厳しい。 
� 同意には不在地主は除けないか？ 
 

全体について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域協議会 
� ｢地域協議会の意見を聴く｣個別条例で規定す
るのでなく、一括条例で列記すべき。 
� これからは地域協議会の役割が大きくなる。 
� 地域協議会をどう運営していくか、重要なポイ
ントになる。 
� 地域協議会と末端の連携が必要である。 
� 末端の隣組くらいの意見が、地域協議会にうま
く反映され、それが市に反映できる仕組みが必

要。 
� 地域協議会は、4 回／年 程度開催と聞いてい
るがここまでできるか。地域のことを考えるの

であれば少ない。 
� 地域協議会に話(条例)を説明して欲しい。 
� 地域協議会を支援して欲しい。 
 

行政の支援 
� 地域の取り組みが重要だが、市も関わってもら
わないとできない。言葉だけでなく行動で。 
� 各支所長は制度の内容について十分理解し、地
域での取り組みの取っ掛りとなって欲しい。 
� 条例の影響は大きい。地域の努力にも限界があ
る。 
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都市計画道路（都計道） 
� 都計道の見直しが必要。土地利用基本方針へ盛
り込む。 
� 都計道は、構造(交通体系)も変わってきている
ので、計画的に見直すべき。 
� 半世紀経ってもできない都計道を見直すべき。
� 広域的な道路をつくっていく。 
 

廃屋への対応 
� 廃屋の処分は自治会に言っても無理。廃屋対策
はどのように考えているか？ 
→A.土地利用基本条例の｢土地利用に関する指導
等｣指導、勧告できる。地域土地利用方針を定

めることで裏づけとなる。 
 

分散か？集中か？ 
� 分散型→集中型。丘の上に集中していこうとい
う意見も出ている。 
� 分散か集中か？ 
→A.人口減少時代にインフラをどう維持するか
考える必要がある。集中、拠点連携型。 

 
その他 

� 地元の資源に気付いていない。 
� 公共事業の地域への公開はいつしてくれる？ 
� 会議をしていても 20～100 年後の将来像が見
えない。→短期的な将来像であっても適宜見直

し、積み重ねていく必要がある。 
� 土地利用基本条例と農振法との関係･関連はど
うか？明確にする必要があるのでは？ 

基本理念 
� 基本理念の中で公共の福祉を優先することは
賛成だが、優先という言葉は強すぎるように思

う。 
 

地域土地利用方針 
� 地域協議会の意見がどの程度反映されること
になるか？ 
→A.地域別の計画策定に向けた検討時点から全
体計画と調整することになる。 

 
開発における基準と情報 

� 開発行為に関しては、しっかり検討する必要あ
り。自然との調和を大切にしないと大災害に結

びつく。 
� 宅地開発が進んでいる地区は排水施設の計画
を立ててから許可するように。 
� 建築物を許可する時の雨水排水の規制（水路ま
で）。 
� スーパー等の大型店は、消防利水・排水につい
て考えてもらう必要がある。 
� 開発の情報が入りやすくなるのか。情報が入ら
ず地区が右往左往した事例がある。 
� 宅地開発に際し、通り抜けできる道路を作らせ
るべきだ。袋小路の道路は地区で協議を。 
� 自動車が入れる道路の幅を決めておきたい。 
 

土地所有者等の理解 
� 所有者に理解していただくことが必要。地域の
共有事項として。 

� 土地所有者の意見は大切だが理解してもらう。

土地利用基本条例について 

農地と山林 
� 農地の保全が大切。 
� 山間地は農地荒廃が進んでいる。農地は面積が
大きいため、影響も大きい。 
� 農地と森林も話し合いたい。 
 

経済振興と雇用 
� 飯田での仕事は 6割が建設業。働き先がないの
で外へ流出している。 
� 経済振興が必要。若者の働き場所確保。 

 
空家問題 

� 少子高齢化をふまえると、後継者もおらず今後
空家が大きな問題であり、対策が重要。 

� 空家を壊しても駐車場になり、歯抜けになって
しまっている。 

� 新しいｱﾊﾟｰﾄは入居して利用されているが、5
年も経てば空部屋が出てきている。 

全体について（つづき） 

情報公開と運用 
� 情報の公開と、勉強をしなくてはならない。 
� 法律の規制と市条例の規制の範囲がわかる資
料で説明してほしい。 
� 準備した制度をどのように広め活かしてい
くか考える必要がある。 
� 緑、屋外広告物など全て網羅していると思う
が、実際にどういう方法でやるか、誰が動くの

か問題。 
� 見直しを含めて条例がきちんと運用されてい
るか検証していく必要がある。 

 
規制とバランス 

� 地域の発展と開発の規制のﾊﾞﾗﾝｽが難しい。 
� 規制が重なる部分はないか。 
� 多くの条例が、近くの町村との比較でイメージ
が悪くなる恐れがあると思いますが？ 
� 宅地に向かない地形の場所の規制。 
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開発行為における法面 
� 新しくできる切土、盛土の土地は、排水、法面
処理について厳しく。 
� 農地を開発すると、法面は長さ 30m以内の制
限では無理では？ 

 
地区計画 

� 川路の地区計画を例にとると、土地所有者の考
えだけでなく地域の意見も反映される必要が

ある。地区計画区域とその周辺の調整など広い

視点で議論できる場として地域協議会の意見

を聴くことは重要。 
� 住民主体にルールを決めていけることが大事。
� 地区ごとに地区計画をどんどん進めていけた
ら（飯田市は少ない）。 

維持管理のためのコスト 
� 景観を守るにはコストがかかる。 
� 指定した場合、後の維持管理が課題。 
� お金の裏づけは？ 
→A.指定し、活用すると間接的な補助もある。 

 
地域のルール 

� 地域が考えてルールを検討していかないとい
けない（特定地区）。 

� 地域の価値観に応じて指定していく。 
� 地域の発展には支所長の役割が重要であり、経
験のある職員に携わってほしい。 
� 全国チェーンが地域のルールをなかなか守ら
ない。 

建物の高さ規制 
� 高さは規制すべき。 
→A.地区によって決められる。 
� 丘の上は 5階建て、切妻くらいにしたいが好き
勝手にやっている。→景観条例で高さ制限でき

る。既存のものは影響されないのでやりやす

い。 
 

遊休農地の世話 
� ｢農地の世話｣は、きちんとした手立て、具体
策が必要。 
� 「農地の世話」等、地域協議会よりもまちづ
くり委員会の方がふさわしいのではないか。 
� ふるさと風景地域内において遊休農地の世話
は、地域協議会が市に提案できるようにしたら

どうか。 
樹木と竹やぶ 

� 竹やぶの管理ができなくてお宮に寄付した
事例がある。 
� 届出の中に木竹があるが、竹の管理をどうする
か。景観が壊れる。 
� 樹木の指定は管理が難しい。 
� 景観を阻害する樹木を切ってもらえるのか。自
分たちでは切れない。→景観重要建造物にエリ

アを指定すれば、市と相談しながらできる。 
 

その他 
� 風越山、南アルプスの眺めを残したいが、自
分の地区ではなく他地区での開発によって眺

めは変わってしまう。 
� 景観重要公共施設は重要。 

都市計画法施行条例について 

景観条例について 
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所有者の合意 
� 区域を指定するとなると所有者の意向が大事。
所有者全員の合意がないと難しいのではない

か。 
管理と担い手 

� 指定後の管理が一番の問題。管理できなかった
らどうなるのか。 
� 既に地元が管理できているものは指定できる
が、新しいものの指定は厳しい。 
� 緑の管理の継続が重要。 
� 緑の管理の取組みを次世代に引継ぐことを考
えていかなければならない。 
� 高齢者をアテにしすぎるのはどうか。60 歳の
とき皆で取り組めたことも 70歳になるとでき
ない恐れがある。 
� 全くのボランティアの会は継続が難しい（世代
交代できるかがポイント）。 

 
管理コスト 

� 担い手がいない中で保全等区域指定されても
管理できない。管理にはコストがかかる。 

� 管理等の費用は、まちづくり委員会の中でやり
くりすればなんとかなる可能性がある。 

 
行政の支援 

� 市は指定したらしっかり関わってほしい。自分
の地区だから勝手にやれでは厳しい。 
� 条例で言っているのは言葉だけ。指定という言
葉だけでは難しい。 

条例の必要性 
� 地域協議会がダメと言えるかは難しいところ。
� 市条例は県条例より厳しくなるか？厳しくな
ければ市条例を作る意味がない。 

� 羽場の住民協定地区は、高さ制限をしている
が、看板は県条例のため甘くなっている。 
� 条例がきちんとしていれば地域での調整のト
ラブルがなくなる。 

� 羽場大瀬木線沿いは、商業施設の立地が予測さ
れる。広告物は条例がしっかりしていないとダ

メ。協定では拘束力がなく苦労している。 

取り組みの実例 
� 管理は、松尾八幡の「やらまい会」の取り組み
を参考にしたらどうか。全くのボランティアで

も毎回 20～30名集まる。 
� 松尾の「やらまい会」形式でやっていけるかど
うかが課題。 
� 市民緑地の管理は、アップルロードでやってい
るような制度が良いのではないか。 
� 愛護会は市の助成でやっている。アップルロー
ドの場合、国交省が予算をとって面倒をみてく

れる。なにか「お駄賃」があれば人が動く。 
 

緑地へのトイレ設置 
� 市民が集まる緑地にはトイレが必要。飯田は公
衆トイレが少ない。集会所や神社のトイレを活

用できないか。 
� 桜並木には 1つもトイレがない（都市計画公園
にはあるが）。絶対必要である。 

 
落葉樹と樹種の選定 

� 川(水)の保全のためには、落葉樹(広葉樹)が大
切であり、それらを植える・守ることも決めら

れるように。 
� 市街地では管理の問題もあり落葉樹は難しい。
地区・場所に応じて植える樹種を考える。 

 
その他 

� 指定はしない方がいい場合もある（稀少動植物
の保護の観点から）。 

緑の育成条例について 

看板の基準 
� 禁止・許可地域になった場合、既存の看板には
ゆるやかな基準が必要では。 
� 看板については、運用面からもきちんとした基
準が必要。 
� 看板の安全面(木材支柱が倒れたことがある)
を考え、材質の基準も必要。 
� 看板の大きさ 10㎡は、一面か全面合計かによ
り意味が大きく違う。 

 
色彩の基準 

� 彩度だけでなく、色彩の基準も必要ではない
か。 
� 許可の基準には色も規定したい。名古熊では苦
労している。 
� 登録商標（全国展開している企業など）の色を
変更してもらうのは難しい。 

屋外広告物条例について 

〒395-8501飯田市大久保町 2534番地 Tel 22-4511 Fax 53-4511 
連絡先 企画課土地利用計画係 内線２２５２ 

土地利用計画に関するご意見は、次のメールアドレスへお願いします 
E-mail: ikikaku@city.iida.nagano.jp 

ホームページアドレス「http://www.city.iida.nagano.jp/ kikaku/ tochikeikaku/」 


